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1. 事業概要説明
1-(1). 研究開発の背景と目的 （1/2）

本事業の背景

本事業の目的

エネルギーコ
スト
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その他
コスト

人件費圧縮のイメージ
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◆ 多数機同時運航とは、操
縦者対機体の比率が1対
1を超える運航を指す

◆ 物流の2024年問題や労
働人口減少等の社会問
題の解決に向け、ドローン
の利活用が期待される中、
運航にかかる人件費がボ
トルネックになっており、1
対多運航によるコスト圧縮
により解決が期待される

多数機同時運航を伴うドローンサービス社会実装の促進に資する情報の提供
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1. 事業概要説明
1-(1). 研究開発の背景と目的 （2/2）

Ziplineでは米国アーカンソー州ピーリッジで新機体Platform2の実運用が開始。
1対多運航は単に機体数を増やすだけではなく操縦者の負荷軽減の観点から機体の自動化
も深く関係する。

出所：https://www.youtube.com/watch?v=2pOehHMS9PE

https://www.youtube.com/watch?v=2pOehHMS9PE
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1. 事業概要説明
1-(2). 研究開発の実施体制・実施計画

実施計画

実施体制

PwCコンサルティング合同会社

2023年度 2024年度 2025年度以降

研究開発項目
全体

①事例調査

②勉強会の運営

③事例集・調査レポー
ト作成

④チェックリスト作成

⑤標準化活動内容

事例集・調査レポート作成、国内外事例調査

JARUSへの参加、その他標準の調査

▲
事例集・調査レポート
リリース

ドラフト作成・意見募集

委員会の開催

事業者へのヒアリング

国内外での説明・
チェックリスト利用啓発

▲ チェックリストリリースドラフト作成・意見募集
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1. 事業概要説明
③及び④事例集・調査レポート作成及びチェックリストの概要

事例集 調査レポート チェックリスト

• 事業者が多数機同時
運航の申請に臨むに
あたり必要な情報を洗
い出すこと

目
的

概
要

• 国内事業者の多数機
同時運航の実施内容 
(事例の概要、航空局
申請書類とその記載内
容等)を記載

• 国内のドローン事業者
がカテゴリーⅢ飛行で
多数機同時運航を実
施する際の申請の円
滑化

目
的

概
要

• 海外制度や実際に運
航されている事例、国
際議論動向を提供

• 事業者がカテゴリーⅡ
飛行の特定の運航にお
ける多数機同時運航
の申請を円滑に進めら
れること

目
的

概
要

• カテゴリーⅡ飛行の特
定の運航における多数
機同時運航で確認が
必要なポイントを提供



２.2024年度までの取組内容と成果

6



7

2. 2024年度までの取組内容と成果 (1/3)

事業内容 取組内容 2022~2024年度の成果

➀-1 海外事例調査

多数機同時運航の海外事例
の机上調査や事業者へのヒア
リングを行い、多数機運航の
必要な要件を整理する

米国の過去の調査をベースに
米国現地での調査を実施。
多数機同時運航の日米ギャッ
プを中心に当局との調整内容
などを事業者と意見交換を実
施

➀-2 国内事例調査

多数機同時運航を行う事業
者から多数機同時運航の実
施に必要と考えられる対策等
をヒアリングする

ReAMo実証事業者以外に
も調査を実施し、多数機同時
運航実施の際の対策について
意見交換を実施
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2. 2024年度までの取組内容と成果 (2/3)

事業内容 取組内容 2022~2024年度の成果

②勉強会の運営
海外調査から得た情報の提
供を行う。各社実証予定の内
容について意見交換を行う

机上調査内容以外にも米国
調査内容及び考察を勉強会
で共有した。計14回実施。
外部向けのイベントも2回実施
し、延べ300名以上が参加

③事例集・調査レポート作成
調査した内容を事例集・調査
レポートとしてとりまとめ、公開
する

事例集、調査レポートについて
3月末に公開

④2024年度新規追加：
チェックリスト作成

カテゴリーⅡ飛行の特定の運
航時に飛行申請で利用可能
なチェックリストを作成する

特に需要のある警備や点検
用途の特定運航時に追加的
に説明すべき事項について
チェックリストにとりまとめ、3月
末に公開
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2. 2024年度までの取組内容と成果 (3/3)

事業内容 取組内容 2022~2024年度の成果

⑤-1 標準化動向の調査
多数機同時運航で関連する
標準化動向を調査する

JARUSやASTM、NASA 
m:N WGなどの動向調査を
実施

⑤-2 標準化活動への参加
動向調査の結果有力と考えら
れる活動団体に参加し意見
提出を行う

日本からの提案材料が不足し
ており意見提出には至っていな
い。日本の多数機同時運航
を取り巻く制度が諸外国と調
和できるよう継続的な情報共
有を実施
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2. 2024年度までの取組内容と成果
①-1 海外事例調査

海外事業者に対してのヒアリングと机上調査から米国、欧州、豪州、カナダの多数機同時運
航の現行制度を調査。また、2024年9月に米国調査を実施し、多数機同時運航において
日本が直面している課題の洗い出しを行った。

多数機同時運航の現行
制度の調査

海外事業者に多数機同時運航の許認可についてヒアリングを
実施した  (詳細は多数機同時運航海外調査レポートに掲載)。

米国調査
Wing、Manna、Droneup、Ziplineの調査し、米国におけ
る多数機同時運航の現状を把握した (詳細は多数機同時運航
海外調査レポートに掲載)。

あるべき姿の検討
米国調査を踏まえ、日本における多数機同時運航のあるべき姿
を検討・作成した (あるべき姿のイメージは次項)。
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2. 2024年度までの取組内容と成果
(参考) 多数機同時運航のあるべき姿のイメージ

機体は高度自動化し、運航エリアの低高度空域を利用する有人機事業者にはADS-B out
等が具備。数社間でUTM連携の実装が進む。高度な自動化に合わせ多数機同時運航から
m対エリアの考え方にシフト。
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2. 2024年度までの取組内容と成果
①-2 国内事例調査

国内において多数機同時運航を行う事業者の事例について、ヒアリングや机上調査から、事
例の概要や申請書類等を整理。事例については、多数機同時運航国内事例集に掲載。

事例のイメージ

国内における多数機同時運航14事例を事例集に
掲載
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2. 2024年度までの取組内容と成果
②勉強会の運営

ReAMo関係者を対象に勉強会を計14回実施。勉強会では、ReAMo① (3)での取り組み
内容の共有や、ReAMo①(4)事業者様の実証内容の共有やディスカッションを実施。

第12回勉強会
PwCから成果物のアウトプット案と調査の進捗を共有した。①
(4)事業者様から、①(4)実証の進捗を共有いただいた

第13回勉強会
PwCからチェックリストの概要と米国調査結果の共有、多数機
同時運航のあるべき姿についての紹介を行った。①(4)事業者
様から、①(4)実証の進捗を共有いただいた

第14回勉強会
PwCから①(3)成果物を紹介した。①(4)事業者様から実証結
果を共有いただいた

2024年度勉強会の主な内容
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2. 2024年度までの取組内容と成果
③事例集・調査レポート作成

国内事業者の多数機同時運航の実施内容を整理した「多数機同時運航国内事例集」と、
多数機同時運航の海外制度や事例を取りまとめた「多数機同時運航海外調査レポート」を
作成した。

多数機同時運航
国内事例集

事業者が多数機同時運航の申請に臨むにあたり必要な情報を
洗い出すことを目的に、国内事業者の多数機同時運航の実施
内容を整理している

多数機同時運航
海外調査レポート

国内のドローン事業者がカテゴリーⅢ飛行で多数機による同時
運航を実施する際に、自主的に検討すべき事項について、海外
制度や実際に運航されている事例、国際議論を提供することによ
り、事業者による多数機同時運航に係る申請の円滑化を目的と
している

作成の目的
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2. 2024年度までの取組内容と成果
④2024年度新規追加：チェックリスト作成（1/2）

カテゴリーⅡ飛行の特定の運航における多数機同時運航の申請を円滑に進められることを目
的にしたチェックリストを作成した。記入用フォーマットと併せて、具体例を記入した具体例記載
版を公開している。

チェックリストのイメージ

各ポイントについて多数機であっても実施でき
ることを適、否で記載の後、MoC※の内容を
記載

それぞれのMoCについて具体例を記載

※MoC: 適合性証明方法のこと。Means of Complianceの略
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2. 2024年度までの取組内容と成果
④2024年度新規追加：チェックリスト作成（2/2)

太陽光発電施設の警備や点検といった用途での多数機同時運航を想定し、運航の概念を
作成。立入管理区画を設定により地上リスクが無くなり、地上・物件から30mの高さに限定す
ることで空中リスクがほぼ無くなる。それにより、カメラ映像の常時監視の必要がない。

Bエリア※同一空域
ではない別
エリア

警備等
対象敷地

Aエリア

ドローンポート

Cエリア

機体

操縦者

運航
体制

継続した制御（クルーズ）、障害物やイベント（機体トラブ
ル等）の検知が機体で自動でできること。人間は制御ができ
る状態を保つ。

多数機同時運航に対応した訓練が実施されていること

チェックリストを具備すること
特に空中リスクについてはチェックリスト記載の手順に従っ
て、地上・物件から30ｍまでの運航に限定し、臨時離着陸場
からの離隔、有人機事業者への事前周知を実施すること

チェックリストの
ダウンロードはこちら

https://reamo.nedo.go.jp/topics/3079
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2. 2024年度までの取組内容と成果
⑤-1 標準化動向の調査/⑤-2 標準化活動への参加

多数機同時運航に関する議論が行われている標準化・研究開発団体を特定し、当該団体
の議論に参加した。

JARUS Plenary の参加 NASA m:N Working Groupへの参加

• JARUS Plenaryの報告書
NASA Langley Research Centerで

開発されているシミュレータ

• 2機同時を想定したデモ
• 飛行高度や、速度など必要な情
報がGCS※に表示される

• シミュレーション終盤には簡単なクイ
ズが出され、機体がどこを飛んでい
たか、などが聞かれる

• 最後にNASA TLXのアンケートを
行い、作業負荷を定量化できる

※オペレーターが無人航空機をオブザーブ、コントロール、モニターすることを可能にする地上システム。Ground Control Station の略
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2. 2024年度までの取組内容と成果
外部向けのウェビナーの実施

目的

概要

参加人数

満足度
目標

資料
イメージ

2023年度実施
BVLOS Exemption説明会

2024年度実施
1対多運航の動向に関するウェビナー

米国での多数機同時運航の取り扱いから、
事業者が主体的に検討すべき要件を考
察し、共有、周知、ディスカッションすること

各国における多数機同時運航の扱いや、
2023年に承認されたBVLOS 
Exemptionの紹介を実施

136人

80% (アンケート結果:94%)

多数機同時運航における論点や論点か
ら考えられる今後のポイントについて共有
し、本ウェビナー参加者が多数機同時運
航を計画・実施するにあたり、申請の円滑
化を図る

米国における多数機同時運航事例の共
有や、米国調査を踏まえた日本における
多数機同時運航のあるべき姿の説明、
チェックリストに関する説明を実施

168人

80% (アンケート結果:86%)



2. 2024年度までの取組内容と成果
航空局「多数機同時運航スタディーグループ」への参加

多数機同時運航SGで策定されたガイドライン

航空局立ち上げ「多数機同時運航の普及拡大に向けたスタディグループ」にて「無人航
空機の多数機同時運航を安全に行うためのガイドライン」（第一版）の策定に参画。

※出所：国土交通省航空局、「ドローンの多数機同時運航を安全に行うためのガイドラインの策定について」

➢ レベル3または3.5飛行
により各機体独立制御
形態で1:5までの飛行
を行うものをスコープとし
て扱う

➢ 6機以上の運航や、レ
ベル4飛行での多数機
同時運航の要件につい
ても今後検討を予定

https://www.mlit.go.jp/report/press/kouku10_hh_000276.html
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